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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）発泡剤、（Ｂ）アルキルスルホ酢酸塩、（Ｃ）アルキル硫酸塩、及び（Ｄ）シリ
カを含有し、（Ｂ）アルキルスルホ酢酸塩と（Ｃ）アルキル硫酸塩の総量１００重量部に
対して（Ｄ）シリカが６０～２５０重量部であることを特徴とする、義歯洗浄剤。
【請求項２】
　（Ｂ）アルキルスルホ酢酸塩１００重量部当たり、（Ｃ）アルキル硫酸塩を２０～５０
０重量部の比率で含有する、請求項１に記載の義歯洗浄剤。
【請求項３】
　更に（Ｅ）油性成分を含む、請求項１又は２に記載の義歯洗浄剤。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の義歯洗浄剤を入れた水に、義歯を浸漬することを特徴
とする、義歯の洗浄方法。
                                                                                
    
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、義歯洗浄剤を投入した水の上面に、気泡が重なり合って集積された状態を形
成させる作用が強く、且つその持続性が良好である義歯洗浄剤に関する。更に、本発明は
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、当該義歯洗浄剤を用いた義歯洗浄方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　義歯は、総義歯、部分床義歯の別に関わらず、細菌、バイオフィルム、その他沈着物等
が付着しやすく、洗浄せずに放置しておくと、口臭の原因になるだけでなく、歯周病等の
口腔内疾患を誘発する一因になることがある。そのため、口腔ケアの一環として、義歯を
洗浄し清潔に保つことが不可欠である。義歯に付着した細菌や汚れは、ブラシによる清掃
では十分に除去できないため、義歯洗浄剤による洗浄が重要である。
【０００３】
　義歯洗浄剤による義歯の洗浄は、一般に、義歯洗浄剤を水に投入して調製された義歯洗
浄水に義歯を浸漬放置する方法で行われている。従来、義歯洗浄剤としては、界面活性剤
及び発泡剤を含むことで、水に投入した際に水中で発泡し、水の上面に気泡が重なり合っ
て集積される発泡錠剤タイプのものが広く利用されている。発泡錠剤タイプの義歯洗浄剤
では、界面活性化作用による化学的洗浄力と発泡作用による物理的洗浄力を兼ね備えるこ
とにより、洗浄力が高まるように設計されている。当該義歯洗浄剤は、水に投入すると、
水中にて発泡すると同時に界面活性剤が水中に溶け出すため、水の上面に、気泡が重なり
合って集積され（以下、かかる状態を「泡積り」と表記することもある）、当該泡積りが
最大量に到達すると、一定時間その状態を維持し、洗浄が終わるにつれて泡積りが消失し
ていき、やがて水面上の泡は完全に消失する。
【０００４】
　従来、このような発泡錠剤タイプの義歯洗浄剤について、洗浄効果等を向上させるため
に種々の改良が行われている。例えば、発泡錠剤タイプの義歯洗浄剤に、ポリビニルピロ
リドンとポリエチレングリコールを３：７～７：３の重量比で配合することにより、起泡
力を増大させ得ることが報告されている（特許文献１参照）。
【０００５】
　発泡錠剤タイプの義歯洗浄剤では、義歯洗浄剤を投入した水の上面に、気泡が重なり合
って集積された状態を形成させる作用が強く、その持続性が良好であることが重要とされ
ている。このように、泡積り作用が強く、その持続性が良好であることが、義歯洗浄剤の
洗浄効果を高めることに繋がり、更には使用者が視覚的に感じる満足感を向上させる上で
有効となる。しかしながら、従来の発泡錠剤タイプの義歯洗浄剤では、泡積りを形成させ
る作用が弱い、或いは泡積りの持続性が悪い等の欠点があり、これらを克服できる製剤処
方について報告がなされていないのが現状である。
【０００６】
　このような従来技術を背景として、泡積りを形成させる作用に優れ、且つその持続性も
良好な発泡錠剤タイプの義歯洗浄剤の開発が望まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００８－５０３２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、泡積りを形成させる作用に優れ、且つその持続性も良好な義歯洗浄剤を提供
することを主な目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者は、前記課題を解決すべく鋭意検討を行ったところ、驚くべきことに、（Ａ）
発泡剤、（Ｂ）アルキルスルホ酢酸塩、及び（Ｃ）アルキル硫酸塩を含有する義歯洗浄剤
は、泡積りを形成させる作用に優れ、しかも泡積りの持続性が良好であることを見出した
。また、更に（Ｄ）シリカを含有させることで、泡積りの持続性を維持しながらも、泡積
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りの最大量を増加させ、義歯洗浄剤を水に投入した後に泡積りが最高量に到達するまでの
時間を短縮できることも見出した。本発明は、かかる知見に基づいて、更に検討を重ねる
ことにより完成したものである。
【００１０】
　即ち、本発明は、下記に掲げる義歯洗浄剤及び義歯洗浄方法を提供する。
項１．（Ａ）発泡剤、（Ｂ）アルキルスルホ酢酸塩、及び（Ｃ）アルキル硫酸塩を含有す
ることを特徴とする、義歯洗浄剤。
項２．更に（Ｄ）シリカを含む、項１に記載の義歯洗浄剤。
項３．（Ｂ）アルキルスルホ酢酸塩１００重量部当たり、（Ｃ）アルキル硫酸塩を２０～
５００重量部の比率で含有する、項１又は２に記載の義歯洗浄剤。
項４．更に（Ｅ）油性成分を含む、項１～３のいずれかに記載の義歯洗浄剤。
項５．項１～４のいずれかに記載の義歯洗浄剤を入れた水に、義歯を浸積することを特徴
とする、義歯の洗浄方法。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の義歯洗浄剤は、義歯洗浄時に泡積りを形成させる作用に優れ、しかも泡積りの
持続性も格段に向上しており、優れた洗浄効果を奏すると共に、使用者が視覚的に感じる
満足感を向上させることができる。
【００１２】
　更に、従来の義歯洗浄剤において、義歯からの汚れを含んだ泡が容器の壁面に付着した
状態で乾燥すると、汚れが壁面上に斑状に残る（輪染みになる）ため、使用者に不快感を
与えていたが、本発明の義歯洗浄剤は油性成分及び／又はテルペノイドを含む場合には、
泡積りは義歯洗浄後には速やかに消失するので、汚れを含んだ泡が容器壁面に残り難いた
め、汚れが斑状に残る（輪染みになる）ことがないだけでなく、洗浄後の義歯及び容器の
濯ぎが容易になり、使用者の利便性を高めることもできる。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
１．義歯洗浄剤
　本発明の義歯洗浄剤は、（Ａ）発泡剤、（Ｂ）アルキルスルホ酢酸塩、及び（Ｃ）アル
キル硫酸塩を含有することを特徴とする。以下、本発明の義歯洗浄剤について詳述する。
【００１４】
　本発明の義歯洗浄剤に使用される発泡剤（以下、「（Ａ）成分」と表記することもある
）としては、特に制限されず、義歯洗浄剤で通常使用されるもの（即ち、水中で二酸化炭
素を発生できるもの）を広く用いることができる。
【００１５】
　発泡剤として、具体的には、炭酸塩、炭酸水素塩、及びこれらの複塩の少なくとも１種
（以下、炭酸化合物と表記することもある）と、酸との組み合わせが例示される。炭酸塩
としては、特に制限されないが、例えば、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム等の炭酸のアル
カリ金属塩が挙げられる。炭酸水素塩としては、特に制限されないが、例えば、炭酸水素
ナトリウム、炭酸水素カリウム等の炭酸水素のアルカリ金属塩が挙げられる。炭酸塩と炭
酸水素塩の複塩としては、特に制限されないが、例えば、セスキ炭酸ナトリウム等が挙げ
られる。これらの炭酸化合物は、１種単独で使用してもよく、また２種以上を組み合わせ
て使用してもよい。また、酸としては、特に制限されないが、例えば、クエン酸、酒石酸
、フマル酸、リンゴ酸、マレイン酸、グルコン酸、コハク酸、サリチル酸、シュウ酸等の
有機酸；リン酸、スルファミン酸等の無機酸等が挙げられる。これらの酸は、１種単独で
使用してもよく、また２種以上を組み合わせて使用してもよい。
【００１６】
　発泡剤を構成する炭酸化合物として、好ましくは炭酸水素のアルカリ金属塩、更に好ま
しくは炭酸水素ナトリウムが挙げられる。また、発泡剤を構成する酸として、好ましくは
有機酸、更に好ましくはクエン酸が挙げられる。
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【００１７】
　発泡剤において、炭酸化合物と酸の比率については、水中で両者が反応して二酸化炭素
を発生できることを限度として特に制限されないが、例えば、炭酸化合物１００重量部当
たり、酸が通常５０～１２０重量部、好ましくは６０～９０重量部、更に好ましくは７０
～８５重量部が挙げられる。
【００１８】
　本発明の義歯洗浄剤における（Ａ）成分の含有量（炭酸化合物と酸の合計量）について
は、義歯の洗浄時に発泡作用を発揮させ得る限り、特に制限されないが、例えば１０～７
０重量％、好ましくは２０～６０重量％、更に好ましくは２０～５０重量％、特に好まし
くは３０～６０重量％が挙げられる。
【００１９】
　また、本発明の義歯洗浄剤に使用されるアルキルスルホ酢酸塩（以下、「（Ｂ）成分」
と表記することもある）としては、特に制限されず、陰イオン性界面活性剤として一般に
使用されているものを広く用いることができる。
【００２０】
　アルキルスルホ酢酸塩を構成するアルキル基の炭素数については、特に制限されないが
、例えば８～２０、好ましくは１０～１８、更に好ましくは１２～１８が挙げられる。ま
た、アルキルスルホ酢酸塩を構成するアルキル基は、直鎖状、分岐状のいずれであっても
よいが、好ましくは直鎖状が挙げられる。
【００２１】
　また、アルキルスルホ酢酸塩を構成する塩としては、ナトリウム、カリウム等のアルカ
リ金属塩が挙げられる。
【００２２】
　本発明の義歯洗浄剤において、アルキルスルホ酢酸塩の中でも、泡積りを形成させる作
用及びその持続性をより一層向上させるという観点から、ラウリルスルホ酢酸塩及びミリ
スチル酢酸塩が挙げられ、好ましくはラウリルスルホ酢酸塩、より好ましくはラウリルス
ルホ酢酸アルカリ金属塩、更に好ましくはラウリルスルホ酢酸ナトリウムが挙げられる。
ラウリルスルホ酢酸ナトリウムについては、例えば、日光ケミカルズ株式会社等から商業
的に入手可能である。
【００２３】
　本発明の義歯洗浄剤において、アルキルスルホ酢酸塩は、１種単独で使用してもよく、
また２種以上を組み合わせて使用してもよい。
【００２４】
　本発明の義歯洗浄剤における（Ｂ）成分の含有量については、特に制限されないが、例
えば０．１～５．０重量％、好ましくは０．２～２重量％、更に好ましくは０．２５～１
．２５重量％、特に好ましくは０．２５～１．０重量％が挙げられる。
【００２５】
　また、本発明の義歯洗浄剤に使用されるアルキル硫酸塩（アルキル硫酸エステル塩）（
以下、「（Ｃ）成分」と表記することもある）としては、特に制限されず、陰イオン性界
面活性剤として一般に使用されているものを広く用いることができる。
【００２６】
　アルキル硫酸塩を構成するアルキル基の炭素数については、特に制限されないが、例え
ば８～２０、好ましくは１０～１８、更に好ましくは１２～１８が挙げられる。また、ア
ルキル硫酸塩を構成するアルキル基は、直鎖状、分岐状のいずれであってもよいが、好ま
しくは直鎖状が挙げられる。
【００２７】
　また、アルキル硫酸塩を構成する塩としては、ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属
塩が挙げられる。
【００２８】
　アルキル硫酸塩の中でも、泡積りを形成させる作用及びその持続性をより一層向上させ
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るという観点から、ラウリル硫酸塩及びミリスチル硫酸塩が挙げられ、好ましくはラウリ
ル硫酸塩、より好ましくはラウリル硫酸アルカリ金属塩、更に好ましくはラウリル硫酸ナ
トリウムが挙げられる。ラウリル硫酸ナトリウムについては、例えば、東邦化学工業株式
会社、花王株式会社等から商業的に入手可能である。
【００２９】
　本発明の義歯洗浄剤において、アルキル硫酸塩は、１種単独で使用してもよく、また２
種以上を組み合わせて使用してもよい。
【００３０】
　本発明の義歯洗浄剤において、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の比率については、特に制限さ
れないが、泡積りの持続性をより一層向上させるという観点から、（Ｂ）成分１００重量
部に対して、（Ｃ）成分が通常１０～１０００重量部、好ましくは２０～５００重量部、
更に好ましくは５０～５００重量部、特に好ましくは５０～２００重量部が挙げられる。
【００３１】
　本発明の義歯洗浄剤における（Ｃ）成分の含有量については、特に制限されないが、例
えば０．１～５．０重量％、好ましくは０．２～２重量％、更に好ましくは０．２５～１
．２５重量％、特に好ましくは０．５～１．２５重量％が挙げられる。
【００３２】
　本発明の義歯洗浄剤には、更にシリカ（以下、「（Ｄ）成分」と表記することもある）
が含まれていてもよい。シリカとは、二酸化ケイ素、又は二酸化ケイ素によって構成され
る物質の総称である。シリカを含有することにより、泡積りの持続性を維持しながらも、
泡積り量を増大させ、且つ義歯洗浄剤を水に投入した後に泡積りが最高量に到達するまで
の時間を短縮させることが可能になるため、更に洗浄効果感及び視覚的に得られる満足感
を高めることができる。
【００３３】
　本発明の義歯洗浄剤に（Ｄ）成分を含有させる場合、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の総量に
対する（Ｄ）成分の比率については、特に制限されないが、泡積り量の増大効果、及び泡
積りが最高量に到達するまでの時間の短縮効果をより一層顕著に奏させるという観点から
、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の総量１００重量部に対して、（Ｄ）成分が通常１０～４００
重量部、好ましくは４０～２５０重量部、更に好ましくは６０～２５０重量部が挙げられ
る。
【００３４】
　本発明の義歯洗浄剤に（Ｄ）成分を含有させる場合、その含有量としては、特に制限さ
れないが、例えば０．１～１０．０重量％、好ましくは０．１～６．０重量％、更に好ま
しくは０．６～３．７５重量％、特に好ましくは０．９～３．７５重量％が挙げられる。
【００３５】
　また、本発明の義歯洗浄剤には、油性成分（以下、「（Ｅ）成分」と表記することもあ
る）が含まれていてもよい。油性成分を含有することにより、義歯洗浄後に泡積りを速や
かに消失させることが可能になるので、義歯の洗浄後に汚れを含んだ泡が原因で生じる、
容器壁面上の輪染みができ難く、且つ洗浄後の義歯及び容器の濯ぎが容易になり、使用者
の利便性を高めることができる。
【００３６】
　油性成分としては、特に制限されないが、具体的には、流動パラフィン、スクワラン、
マイクロクリスタリンワックス、セレシンワックス、パラフィンワックス、ワセリン等の
炭化水素；ヒマシ油、オリーブ油、カカオ油、パーム油、椿油、ヤシ油、木ロウ、ホホバ
油、グレープシード油、アボカド油、ダイズ油等の植物油；ミンク油、卵黄油等の動物油
脂；ミツロウ、鯨ロウ、ラノリン、カルナウバロウ、キャンデリラロウ等のロウ；ラウリ
ン酸、ミリスチン酸、ステアリン酸、オレイン酸、イソステアリン酸、ベヘニン酸等の脂
肪酸；セタノール、ステアリルアルコール、ヘキシルデカノール、オクチルドデカノール
、ラウリルアルコール等の高級アルコール；ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イ
ソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、オレイン酸オクチルドデシル、コレステロ
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ールオレート等の脂肪酸エステル等が挙げられる。
【００３７】
　本発明の義歯洗浄剤に（Ｅ）成分を含有させる場合、上記油性成分の中から１種を選択
して使用してもよく、また２種以上を組み合わせて使用してもよい。
【００３８】
　本発明の義歯洗浄剤に（Ｅ）成分を含有させる場合、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の総量に
対する（Ｅ）成分の比率については、特に制限されないが、義歯洗浄後の泡積りの消失効
果をより一層顕著に奏させるという観点から、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の総量１００重量
部に対して、（Ｅ）成分が通常１０～２００重量部、好ましくは２０～１５０重量部、更
に好ましくは５０～１００重量部が挙げられる。
【００３９】
　本発明の義歯洗浄剤に（Ｅ）成分を含有させる場合、その含有量としては、特に制限さ
れないが、例えば０．１～５．０重量％、好ましくは０．５～１．５重量％が挙げられる
。
【００４０】
　また、本発明の義歯洗浄剤には、テルペノイド（以下、「（Ｆ）成分」と表記すること
もある）が含まれていてもよい。テルペノイドは、上記油性成分と同様に、義歯洗浄後に
泡積りを速やかに消失させる作用を示し、使用者の利便性を高めることができる。
【００４１】
　テルペノイドとしては、特に制限されないが、具体的には、メントール、カンフル、シ
ネオール、オイゲノール、シトラール、シトロネラール、ボルネオール、リナロール、ゲ
ラーオール、チモール、スピラントール、ピネン、リモネン等が挙げられる。これらのテ
ルペノイドの中から、１種を選択してもよく、また２種以上を組み合わせて使用してもよ
い。また、これらのテルペノイドは、精油の形態で使用してもよい。前記テルペノイドを
含有する精油としては、例えば、スペアミント油、ペパーミント油、ハッカ油、ベルガモ
ット油、ラベンダー油、ユーカリ油、ローズマリー油、タイム油、ジャスミン油、スペア
ミント油、ローズ油、ライム油、シダーウッド油、シソ油、マジョラム油、メリッサ油、
ゼラニウム油、アニス油、ウイキョウ油、オレンジ油等が挙げられる。
【００４２】
　これらのテルペノイドの中でも、義歯洗浄後の泡積りの消失効果を一層顕著に奏させる
という観点から、好ましくはメントール及びメントールを含む精油が挙げられる。
【００４３】
　本発明の義歯洗浄剤に（Ｆ）成分を含有させる場合、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の総量に
対する（Ｆ）成分の比率については、特に制限されないが、義歯洗浄後の泡積りの消失効
果をより一層顕著に奏させるという観点から、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の総量１００重量
部に対して、（Ｆ）成分が通常１０～２００重量部、好ましくは２０～１５０重量部、更
に好ましくは５０～１００重量部が挙げられる。
【００４４】
　本発明の義歯洗浄剤に（Ｆ）成分を含有させる場合、その含有量としては、特に制限さ
れないが、例えば０．１～５．０重量％、好ましくは０．５～１．５重量％が挙げられる
。
【００４５】
　本発明の義歯洗浄剤には、前記成分の他に、本発明の効果を妨げないことを限度として
、必要に応じて、キレート剤、酵素、着色料、甘味料、消臭剤、発泡安定化剤、保存剤、
漂白剤、抗菌・殺菌剤、防腐剤、前記（Ｂ）及び（Ｃ）成分以外の界面活性剤、結合剤、
滑沢剤、賦形剤、崩壊剤、ｐＨ調整剤、流動化剤等の添加剤を含んでいてもよい。
【００４６】
　本発明の義歯洗浄剤は、錠剤、粒剤、顆粒剤等の固形状であればよいが、水に投入した
際に沈降するタイプの義歯洗浄剤は、水中で生じた二酸化炭素の気泡を義歯に物理的に接
触させ、洗浄効果を高めることができるので、前記剤形の中でも最も沈降しやすい錠剤状
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であることが望ましい。また、錠剤状にする場合には、錠剤１個当たりの重量は、１回の
義歯洗浄に必要な量に設定しておくことが望ましい。
【００４７】
　本発明の義歯洗浄剤を水に加えた状態で洗浄対象となる義歯を共存させると、含有成分
の溶解と共に発泡剤による発泡が生じ、前記（Ａ）成分が反応することで生じる二酸化炭
素の気泡が義歯に接触することによる物理的な刺激と前記（Ｂ）及び（Ｃ）成分による界
面活性作用によって義歯が洗浄される。
【００４８】
　本発明の義歯洗浄剤を用いて義歯を洗浄する際に使用される水としては、特に制限され
ないが、水道水、精製水、生理食塩水等が挙げられる。
【００４９】
　本発明の義歯洗浄剤を用いて義歯を洗浄する際には、水に義歯を浸漬した後に本発明の
義歯洗浄剤を加えてもよく、また水に本発明の義歯洗浄剤を加えた後に義歯を浸漬させて
もよい。
【００５０】
　また、義歯の洗浄において、本発明の義歯洗浄剤と水との比率は、本発明の義歯洗浄剤
の組成、洗浄対象となる義歯の汚れの程度等に応じて適宜設定されるが、例えば、水１０
０重量部に対して、義歯洗浄剤を通常１～１０重量部程度、好ましくは１～５重量部程度
とすればよい。より具体的には、１回の義歯の洗浄において、水１００～２００ｍＬを準
備し、これに本発明の義歯洗浄剤１～２０ｇ、好ましくは１～１０ｇを加えればよい。
【００５１】
　義歯洗浄時の水温は５～３０℃程度とすればよい。また、本発明の義歯洗浄剤を加えた
水に義歯を浸積する時間は、通常５分～１２時間程度、好ましくは通常３０分～８時間程
度が挙げられる。
【００５２】
　２．義歯洗浄方法
　本発明の義歯洗浄方法は、前記義歯洗浄剤を用いて義歯を洗浄する方法である。即ち、
本発明の義歯洗浄方法は、前記義歯洗浄剤を入れた水に、義歯を浸積して義歯を洗浄する
方法である。本発明の義歯洗浄方法の具体的実施態様については、前記「１．義歯洗浄剤
」の欄に記載の通りである。
【実施例】
【００５３】
　以下に実施例を示し、本発明を具体的に説明する。但し、本発明はこれらに限定されな
い。
【００５４】
試験例１
　表１に示す組成の錠剤状の義歯洗浄剤を調製した。具体的には、表１に示す成分を混合
した組成物を、径２５φの金型を用いて７Ｍｐａで打錠成型することにより、１個当たり
２．６５ｇの錠剤状の義歯洗浄剤を調製した。
【００５５】
　得られた各義歯洗浄剤１個を３００ｍＬ容のメスシリンダーに入れた２５℃の水１８０
ｍＬに投入し、水の上面に気泡が重なり合って集積することにより形成された気泡層の量
（泡積り量）を経時的に計測した。泡積り量の最大値（最大泡積り量）と、泡積り量の最
大値に達した時点から１２０秒後の泡積り量を測定し、下記の式に従って、１２０秒後の
泡積りの持続性の相対値（％）を算出した。
【００５６】
【数１】
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【００５７】
　得られた結果を表１に示す。この結果から、ラウリルスルホ酢酸ナトリウム及びラウリ
ル硫酸ナトリウムの何れか一方を欠く義歯洗浄剤（比較例１～２）では、１２０秒後の泡
積りの持続性の相対値が９０％未満となり、泡積りの持続性が悪いが、これらの双方を含
む義歯洗浄剤（実施例１～５）では、泡積りの持続性が大幅に向上することが明らかとな
った。とりわけ、ラウリルスルホ酢酸ナトリウム１００重量部当たりラウリル硫酸ナトリ
ウムを２０～５００重量部の割合で使用した場合には、泡積りの持続性が顕著に向上し、
特に、５０～５００重量部の割合で使用した場合には、１２０秒後の泡積りの持続性の相
対値が９５％以上となり、泡積りの持続性が顕著に向上することも確認された。なお、実
施例１～５の義歯洗浄剤の最大泡積り量は、いずれも、高い値を示していた。
【００５８】
【表１】

【００５９】
試験例２
　試験例１と同様の方法で、表２に示す組成の錠剤状の義歯洗浄剤（１個当たり２．６５
ｇ）を調製した。得られた各義歯洗浄剤１個を３００ｍＬ容のメスシリンダーに入れた２
５℃の水１８０ｍＬに投入し、泡積り量を経時的に計測し、最大泡積り量及び最大泡積り
量に到達するまでの時間を測定した。また、試験例１と同様の方法で、１２０秒後の泡積
りの持続性の相対値についても算出した。
【００６０】
　得られた結果を表２に示す。この結果から、シリカ（二酸化ケイ素）を含む実施例６～
１０の義歯洗浄剤では、シリカを含まない実施例３の義歯洗浄剤に比して、泡積りの持続
性を維持（１２０秒後の泡積りの持続性の相対値が９５％以上）しながら、最大泡積り量
への到達時間が短縮されると共に、最大泡積り量が向上することが明らかとなった。とり
わけ、（Ｂ）及び（Ｃ）成分の総量１００重量部当たり（Ｄ）成分を６０～２５０重量部
の割合で使用した場合には、顕著に最大泡積り量への到達時間が短縮されると共に、最大
泡積り量が向上した。
【００６１】
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【表２】

【００６２】
試験例３
　試験例１と同様の方法で、表３に示す組成の錠剤状の義歯洗浄剤（１個当たり２．６５
ｇ）を調製した。得られた各義歯洗浄剤１個を３００ｍＬ容のメスシリンダーに入れた２
５℃の水１８０ｍＬに投入し、義歯洗浄剤の投入から４時間後の泡積り量を計測した。
【００６３】
　得られた結果を表３に示す。この結果から、油性成分又はテルペノイドを含む実施例１
１～１４の義歯洗浄剤では、義歯洗浄剤投入４時間後の泡積りを低減できており、汚れを
含んだ泡が容器壁面に残り難く、汚れが容器壁面に斑状に残る（輪染みになる）ことを防
ぐことができることが明らかとなった。特に、メントールを含む実施例１１及び１２にお
いてはその効果が顕著であった。
【００６４】
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【表３】

【００６５】
処方例１～６８
　表４～１１に示す処方例に従い、試験例１と同様の方法で錠剤状の義歯洗浄剤（１個当
たり２．６５ｇ）を調製した。特に処方例１～１６において、実施例と同様に「泡積りの
持続性」の試験を行なったところ、いずれにおいても上記実施例と同様に優れた効果が認
められた。なかでも、アルキルスルホ酢酸塩についてはラウリルスルホ酢酸ナトリウム、
またアルキル硫酸塩についてはラウリル硫酸ナトリウムを使用した場合に、特に良好な結
果が得られた。また、処方例１７～２８についても泡積りの持続性に優れていた。
【００６６】
　また、処方例２９～６８について、実施例と同様に「義歯洗浄剤の投入から４時間後の
泡積り量」の計測を行なったところ、いずれにおいても実施例と同様に優れた効果が認め
られた。特に処方例４１～６４について、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の総量１００重量部に
対して、テルペノイドを１０～２００重量部（好ましくは２０～１５０重量部）含有させ
た場合（二酸化ケイ素を含有しなくても）、義歯洗浄後の泡積りの消失効果を高めること
ができ、なかでも、テルペノイドとしてメントールを含む処方例４１～４８についての効
果が高かった。
【００６７】
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【表４】

【００６８】
【表５】

【００６９】
【表６】

【００７０】
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【表７】

【００７１】
【表８】

【００７２】

【表９】

【００７３】
【表１０】

【００７４】
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